



















































文章にある「矛盾」を和 げることなく保ち続ける点にある。ルターは矛盾を取り除こうとする合理主義的な理論を断念する。ローマの実質変化論や、 「であ 」 「意味する」で置き換えて （心理学的 ） 「想起の食事」としてしまう改革派的（ツヴィングリ的）解釈などである。こうした両理論は「である」というこ ばの緊張を
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多くの箇所で彼は、ここでは理性は捕らえられていなくてはならないと言っている。しかし同時に注目すべきは、彼自身が常に繰り返して、人間の経験から出る合理的な類推を働かせていることである。人間の経験というもの よ 注目するならば、キリスト 遍在や、それにもかかわらず そ 日々の現実 同様に、秘義に満ちたものである、というのである。このよう 少なくともあ 程度ま 、ここ は「考え に値する
（８）
」という思い
をもち続けることができる あろう 両者 ど ように関わることができるのだろうか。ルターは結局のところパンとからだとの一致を考えて、 「これは聖書に反しない。いや、理性にすら反しない。正しい論理にも反しない。むしろ、理性にとって聖書や理性や論理に反してい 思え だけだ
（９）
」と言う。つまり、確かにそうな








































































































けられている（一コリン 一一章二三） 。 あ たがたのため」 （同二四、マタイ一六章二八も参照）において主
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が把握される。必然的にこういうテーゼが結果してくる。すなわち、ルターにとってここで問題 のは、 （聖書的な）神のことばへの、一般的な（それも こでは多分 る一つ 重要な点で）終止変 らぬ真実を貫くとい
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のことばを、人間的に整えられた解釈学の、二次的で主観的で、 （ひたすら無限に考察を続ける）暫定的な解釈の産物としている。つまり、神 ことばであることを解消 ているのである。ルターは
est
に固執することに



























































このように言語的に結び合わされるということは、神の創造的な行為における神の真実であり、キリストがご自身のからだと物素とを同一化することは、まさに終末論的一致にほかならない。形式論理的な分離に対しては、ハマンが後にカントと哲学 対して異議を唱えたように、理性と言語、先験と後験、 （言語の）感覚と霊のように、神が一つに合わせたもの 区別 いる いうことが妥当するであろう（マルコ一〇章九参照 。
からだと物素の創造的な結び合わせの語りについてのルターの理解は聖書的なメタファーの終末論的な見方に






























価値転換、もしくは改造が起こっている。キリストの自然のからだは、そこにおいてその終末論的なからだが前提される、その終末論的からだの「比喩」に過ぎず、すなわち、その地上的先取り、先駆けに過ぎない。その変容した、サクラメントにおいて現臨するからだこそが、その造られた 真の「本質」なのである。 「である」という聖餐のことばにおいて実 する、終末論的で、神的な言語のできごとがこ サクラメントをサクラメントたらしめている。ルターはここで、ご自身のからだについてのキリストの語りをこう理解する。すなわち、創造的な設定辞のことばによって、キリストの 然的なからだと終末論的なからだとは結び合わされて、別々ありながら同時に相互に関わるもの なるという である。つまり、
est
において、キリストのからだはご自身




































た予表として用いている。こ して一つの文章における個々 ものが新し 、全体的な関連 中へと入れ れ、
53
ルターの聖餐理解
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. 443, 8 ［八・二三一］






















. 382, 25-383, 3 ［八・一六二以下］参照のこと。 「神が働くことをもってことを行われるように、聖書は語ることをもって




























































































 992, 21f. ［一致信条書、和協信条
　
根本宣言
　
第三条
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